
 
 

平成 17 年 2 月 14 日 
核燃料サイクル開発機構 

新型転換炉ふげん発電所の原子炉補助建屋廃棄物処理室での水漏れについて 
 

１．発生時の状況 

 新型転換炉ふげん発電所（新型転換炉；定格電気出力 16.5 万 kw）は、廃止措置

準備中ですが、平成１７年２月３日廃棄物処理建屋にある粒状廃樹脂貯蔵タンクＦ

のデカント水（上澄み水）を原子炉補助建屋の廃棄物処理室にある床ドレンサンプ

ルタンクに移送する作業を行っていたところ、１０時４２分に、同処理室の床ドレ

ン配管から漏えいしていることが確認されました。 

 このため、直ちにデカント水移送ポンプを停止し、１１時１０分に漏えいは止ま

りました。 

現場確認の結果、漏えい箇所に直径約６mm の穴が認められました。 

また、漏えいした水の量は約４０ℓ 、放射能量は 約１．０×１０６Ｂｑでした。 

 なお、この事象による環境への影響はありませんでした。 

 

２．漏えい箇所の点検結果 

  廃棄物処理室床ドレン配管の外観点検を行った結果、塗装の一部に剥がれが認め

られるものの、割れ、欠け、変形、変色は認められませんでした。 

  漏えいが認められた箇所の前後 500mm の配管について肉厚測定を実施した結果、

配管下部（周方向）の約 1/4 にＪＩＳの公差（3.4～4.5mm）を割る減肉が認められ

ましたが、それ以外は、ＪＩＳの公差内でした。 

  また、貫通口近傍の母材は、減肉が認められるものの、その範囲は狭く局部的に

とどまっていました。 

 

３．今後の予定 

  廃棄物処理室床ドレン配管について、今回肉厚測定を行った範囲以外も肉厚測定

を行い、配管の布設状態による特異性の有無を確認します。 

また、漏えいが認められた箇所の配管については、原因調査のため、切断して貫

通口の破断・断面観察及び付着物分析を行います。 

以 上 

資料Ｎｏ．４－３



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廃棄物処理建屋 廃棄物処理室

仮設ホース 

１階 

地下１階 

漏えい
箇所 

閉止板 

床ドレンサンプポンプ 

床ドレン 
サンプルタンク 

床ドレン 
収集タンク 

粒状廃樹脂
貯蔵タンクＦ

デカント水移送ポンプ 

デカント水移送状況図

廃液の流れ 

肉厚 3.9 ㎜

約１m 

JIS の公差を割る減肉が認められた部分

60.5 ㎜
外径

２月 14 日時点での結果 

調査範囲約 23 メートル 

× 

貫通口 


